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　※垂直避難は、あくまで逃げ遅れてしまった際に身を守るための手段です。水害時には、町からの

　　情報を収集し、 町内指定避難所や浸水しない親戚・知人宅へ早めに避難しましょう。

野木町の防災 Vol.78
問総務課 撒（57）4112

水害時における垂直避難とは

●自宅の浸水深を確認する

●周辺の浸水継続時間を事前に確認する

●浸水継続時間を踏まえた備蓄をする

●河川付近の住宅は建物が流される可能性がある

●絶対に洪水の中で避難しない

垂直避難の注意点

ハザードマップで
確認！

　}

町消防団通常点検が行われます
　火災の発生しやすい季節を迎えるにあたり、町消防団による通常点検を開催します。

時１０月１９日（日）８時３０分～　所のぎ日鉄建材ＰＡＲＫ多目的広場　

　

 

者のキッチンカーや賛同者のさまざまな出店、子どもた

ちの遊びの場、大人も楽しめるステージ等、子どもから

大人まで楽しめるプログラムとなり、区民だけでなく、

町内のいろいろな地域からの参加を得て、いままでにな

くたくさんの人たちが集まりました。

　少子化と言われて久しいですが、楽しいプログラムが

あれば、数多くの子どもたちが町内から集まり、普段外

出する機会が少ないお年寄りも噂を聞いて集まっていた

だけることがわかりました。

　自治会も育成会も過渡期を迎え、役員の成り手不足、

加入者の減少等、多くの課題を抱えています。自治会離

れが進むこの頃、新橋区のこの試みはひとつの挑戦だ、

と思います。様々な機会を設けて発信すること、それが

これからの野木町を活性化するために必要なことではな

いでしょうか。今までの慣習にとらわれず、しかし伝統

を守ることも忘れずに新しい発想を取り入れ、この町が

ますます発展していくことを願ってやみません。

　ローズタウンができて４０年ほどが経ちました。入居

当時の自治会活動はとても活発で、新しい街を自分たち

でつくるんだ、という活気に満ちていました。子どもた

ちも大勢いたため、育成会活動も盛んでした。しかし、

入居者の高齢化が進み、従来の自治会活動が難しくなり

見直しが進む中、今年で３７回目を迎える「新橋祭」も変

化を余儀なくされています。

　コロナ禍以前の新橋祭は自治会ごとの屋台が並び、自

治会の協力で成り立っていました。しかしコロナ禍以降、

自治会の協力を得られなくなり、存続させることすら難

しくなってしまいました。そこで、何とかお祭りを続け

ようという有志が集まり、実行委員会が立ち上がりまし

た。実行委員会のメンバーは独自に企画、募集、広報を

行い、今までとは一味違ったお祭りを開催しました。業

広報連絡委員レポート呉４７３

新橋地区　広報連絡委員　松原　正代

これからの自治会活動を考える


